
令和5年度 建築科の取り組みNo.20

栗田祥弘先生（隈研吾都市設計事務所から独立、栗田祥弘建築都市研究所長、東
京都市大学非常勤講師）の講演会を行いました。
先生が設計された店舗や住宅を例に、日本と海外の設計の違い、どのように考え
ていくのかのお話や、以前に、本校生徒と先生が教えていらっしゃる東京都市大学
の学生とコラボした東日本大震災での被災地での取り組みについてもお話してくだ
さいました。在校生たちにとって、先輩たちが手がけたものが活用されていること
を知る良い機会となりました。

生徒たちは、２年生になると住宅の設計
を、３年生になると商店設計と卒業設計
を始めます。自ら考える設計を始めてい
る生徒たちにとって、平面はシンプルで
も断面を工夫することで空間が変化する
ことなど、多くのことを学びました。
また、この講演をきっかけに、大学進学
を考えはじめる生徒もいました。
お忙しい中、ご講演ありがとうござい

ました。


